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本内容は、京都大学数理解析研究所国際共同利用・共同研究拠点事業

の一環として実施された研究集会「特異点論の展開」 (https://www2.akita-
net. ac.j p /kasedou /works hop/ rims2023 / indexj.html)の著者自身による「’'同題
名’'の講演」に関連した報告である。

1 導入。

閉多様体上の特異点を丁度 2個持つような Morse関数、所謂 Reebの定理で
次元 4以外の球面と次元 4の単位球面を特徴づける関数、単位球面の射影
は、 specialgeneric写像(specialgeneric map)として一般化される。境界のな
い滑らかな多様体の間の滑らかな写像で、特異点でないような点のまわりで

は射影で表され特異点まわりでは (x1,・・・,Xm)r-+(xぃ ••,Xn-1 ，江j=］n+1Xj2)
の型で表されるようなものが specialgeneric写像である。

Special generic写像が登場したのは認識する限り [2]である([3]等に少し
関連した研究はある）。それ以降 [5,16, 17, 18, 19, 21]続いて [14,22, 23]等が
あり、特に 1990年代以降、定義の厳しさが多様体の位相や可微分構造に制限
を与えること等が明らかにされてきた。
一方、自然に構成できるものも、所謂具体的な関数や写像の構成の難しさ
というものがある故多くはないが、あるにはある。例えば、単位球面と微分
同相な球面を二つ直積したような多様体を滑らかなカテゴリーで連結和して
得られる多様体は、 special generic写像で、像が、単位球面と微分同相な球
面と単位球体と微分同相な球体を直積した多様体を滑らかなカテゴリーで境
界連結和して得られる多様体で、ユークリッド空間に余次元 0で自然に埋め
込まれたようなものを、多くの場合自然にもつ。

こういった流れから、 special generic写像は、多様体の代数トポロジ一、
微分トポロジーにおいて重要なツールと同時に興味深い対象となる。以下、

講演内容を特に「自身作成の自身の用いたスライド」（非公開）をもとに時に
「自身作成の」スライド内の図や文言等も拝借しながら報告させて頂く。な
お、いくつかの定理については証明のアウトラインや一部を紹介するが、詳
細な証明等は引用している論文やプレプリントを参考にして頂ければと思
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う。今回、

Problem 1. Special generic写像をもつような多様体の代数トポロジー、微分
トポロジー的性質を明らかにしよう。

というのが主題であった。より詳細には以下を考えた。

Problem 2.高次元の多様体を specialgeneric写像のような特別な扱いやすい
滑らかな写像を用いて理解しよう。特に、自由度の高さから代数的・抽象的
に分類が完成したとされる次元 5以上の箪連結閉多様体を幾何的に理解しよ
う。

関連して、次元 5以下の（単連結）閉多様体上の specialgeneric写像につい
てはそれなりに成果がそろっている。今回は特に講演者が初めて挑戦した次
元 6の場合についてのいくつか得られた定理とその証明の紹介を中心に据
え、講演者の specialgeneric写像に関する研究について紹介した。

2 多様体・滑らかな写像・特異点に関する基本的用

語や記法。

•酎： K 次元 Euclid 空間（配：＝良）。

なおこれは、もっとも単純な K次元の滑らかな多様体で標準的 Euclid

計量のはいった Riemann多様体でもある。

• IIPII: p E記と原点 OE記の間の距離）
• Sk (Dk+l):={p E酎＋1I llxll =(resp. ~)1} : k次元単位球面 (resp.
(k + 1)次元巣位球体）。

• X1: l次元の可微分多様体（滑らかな多様体） X("X1’'のlは次元）。

• 7rk,k'：酎→記 (k?: k'?: 1)を豆，k1(X1，叩） ：＝ X1 ((x1，叩） E記＝
記 x 酎—K'）で定義（酎'x 艮° ＝酎’)：所謂自然な射影(SK-1への制限
は単位球面の射影）。

• f: Mm→炉を滑らかな多様体間の滑らかな写像として、 pE Mm  
で（微分 df の階数） ＜min{m,n}が成り立つとき pはfの特異点でp 

あるという(n= 1のときは臨界点ともいう）。 f(p)をfの特異値とい
う(n= 1のときは臨界値とも）いう。 S(f)でfの特異点全体の集合を
表す。今後この多様体間の滑らかな写像に関する記法は多く使うが、特
に指示等ない限り m?:n?:lでMmは連結閉多様体とする。

•関数 f: Mm→ Rが滑らかであるとする。 (fの）各臨界点 pで、
x=OE町と同一視して適切な局所座標と適切な整数 0さi(p)さm

で (x1,・ ・ ·，％）→江r;=-;:i(p)ゲ—刃；図Xm-i(p)+l+ f(p)と表せるとき（つ
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まり臨界点が非退化であるとき）、 fは Morse関数であるという。
Morse関数において、 i(p)は値域の値の大小を考慮すると一意である。
Special generic写像は、各臨界点 pについて、 i(p) = O,mの場合を自
然に高次元化したものとなる。

•二つの滑らかな多様体が微分同相であるとは、二つの多様体の間の微分
同相写像、つまり特異点をもたないような滑らかな同相写像が存在子百~
ことを意味する。

•ここでは、滑らかな多様体が単位球面と同相なときホモトピ 球面とよ
ぶ。さらに、単位球面と微分同相なものを標準球面とよぶ今回は殆
ど出てこないが、そうではないホモトピー球面をエキゾチック球面と呼
ぶ。

•連結和や境界連結和は滑らかなカテゴリーで考える。

•滑らかな束とは、ファイバーが滑らかな多様体で構造群が微分同相
群（の部分群）であるようなものとする。墜塵束とは、ファイバーがユー
クリッド空間、単位球面または単位球体で構造群が自然に線形に作用す
るような束とする。

なお、本稿に関連した Morse関数の基本的な理論と多様体の微分位相幾何に
関する議論について [13]を挙げる。 Morse関数の高次元版に関連した特異点
論に関する教科書として、 [6]を挙げる。

3 Special generic写像の基本的性質やいくつかの

知られた結果。

Proposition 1 ([16]）．整数 m>n~l を与え、 f: Mm→町を special
generic写像とする。このとき以下が満たされる。

1. n次元連結コンパクト多様体 Wf，滑らかな全射 qf:M → Wf，滑らか
なはめ込み f:Wf→町で f= f O qfと残りの性質を満たすようなも
のがある。

2.町|S(f)は境界 8W1C WJへの微分同相写像である。

3.町の小さな管状近傍 N(OWf）があり、 N(8町）の逆像への qJの制墨
とowfへの自然な射影の合成は、ファイバーが nm-n+lであるよっ
な線形束を与える。

4. qfの Wf―IntN(&町）の逆像への制限は、ファイバーが sm-nであ
るような滑らかな束を与える。

Figure 1も参照のこと。
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一vm-n+l 

Figure 1: Proposition 1で、 specialgeneric写像 fからでてくる商写像 qf: 
M →閏の値域の多様体閏といくつかの点や線分の逆像。例えば wfの
境界上の点の逆像は 1点集合である。

Example 1.最初の節で挙げた単位球面の射影と球面の直積の連結和上の
special generic写像fは、 fが埋め込みであり、前の Proposition1の束が自
明になるような例である。

後者の写像について補足する。 l> 0、 m~n~l を整数とし、 m次元閉
多様体 Mmを {Sk;X sm-kj}¥ }j=1内の l個の多様体の連結和で表されるよう

なものとする。ただし 1:S kj :S n-1とする。このとき M は町への special
generic写像で像が {SK3x Dn-KJ}l 

j=l 内の l個の多様体の境界連結和で表さ

れる多様体を艮nへ自然に埋め込んだものであるようなものをもつ。

さらに Proposition1によれば、 special generic写像（の定義域の多様
体）は、 ’'3.’'の束でファイバーを境界 8Dm-n+1に制限して得られる部分束

と'’4."の束の底空間を境界に制限して得られる束の間の同型で貼り合わせて
できるとみられる。さらにこの束の議論に対し補足する。底空間は、管状近

傍 N(8W1)と補空間（の閉包）の貼り合わせで得られている Wfという部分を
考慮し、自然に同ーなものとしてみている。単位球面であるファイバーにつ
いては 8Dm-n+l= sm-nなる関係で自然に同じものとみている。

そしてここで挙げた例では、この同型は自然に底空間の恒等写像とファイ

バーの恒等写像の直積写像とみなせる。

Remark 1. Proposition 1の'’逆＇として、逆にはめ込まれた多様体 WJの方か
らそれを像とするような specialgeneric写像を再構成できることについても、
原論文では説明されている。また、今回 m=nのケースはあまり考えない。
このケースは Eliashbergの 1970年代の有名な理論 [4]である。

Theorem 1 (1993 Saeki [16, 17], 2005 Saeki Suzuoka [20], 2013-K [7, 8, 9]). 

A を可換環とする。 Proposition1で、 qfは準同型写像 qf*:Hj(M;A)→ 

凡(Wf;A)、qf*: HJ (W1; A)→庄(M;A)、仏：巧(M;A)→巧(W1;A)を
〇'.Sj:Sm-nでは同型となるように導く。

証明の詳細は省略する。証明において重要なものは、まずコンパクトな位

相(PL)多様体（さらに強く m-n= 1,2,3では滑らかな多様体） W で、境界に
ついて 8W=Mが成り立ち、また閏に（閏を自然に PL多様体としてみ
て）縮約しさらに Wfの上のファイバーが Dm-n+1であるような束の全空間

となるようなものがとれるということである。 Wfはn-1次元の多面体に
縮約するような多面体とみなせる。 W は、 M をM x {1}と対応 x→ (x,1) 
で同一視し、 M x [0,1]を用意して M x {1}を含むような境界成分に沿って
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然るべき順に高々指数 (m+ 1) -(n -1) = m -n + 2の'’ハンドル’'を接着し
て得られる多様体とみられる。

Theorem 2 (Reeb's Theorem [15], 1968 Calabi [3], 1993 Saeki [16, 17]). 1. 
(Reeb's theorem [15]) Special generic写像 f:Mm→ Rがあることと
Mmが次元 m# 4のホモトピー球面であるか次元 m=4の標準球面で
あることが同値である。

2. (1993 Saeki [16, 17]) Mmを次元 m 2 2のホモトピー球面とする。
Special generic写像 f:Mm  →配があることと、 Mmが前の Reeb's
theoremのホモトピー球面であることは同値である。さらにここでの

f :Mm→配 (m> 2)について， Proposition1の開はびと微分同
相。

3. (1993 Saeki [16, 17]) m > n 2 1で f:Mm→町を specialgeneric写像
とする。 Mmが m次元ホモトピー球面ならば Proposition1の WIは
可縮である。なお、逆に WJが可縮であるような specialgeneric写像
f:Mm→町について正はホモトピー球面である。

4. (1968 Calabi [3], 1993 Saeki [16, 17]) m 2 4, n = m -l, m -2, m -3 
で f:Mm→町がホモトピー球面上の specialgeneric写像であれば、
Mmは標準球面である。

Special generic写像は球面の可微分構造も強く制限するのである。詳細は
省略するが、証明では、 Proposition1の Wfが強く位相的な制限を受けると
いうことが最大のポイントである。

Theorem 3 ([16, 17]). Mmがspecialgeneric写像 f:Mm→配を持つため
の必要十分条件は、 M が以下いずれかであることである。．

1.次元 m のホモトピー球面（ただし m22かつ m# 4)。

2．次元 m=4の標準球面。

3. m-fcl,5で、 S1上の、ファイバーが m-1次元ホモトピー球面をファ
イバーとする滑らかな束の全空間有限個の連結和で表されるような多
様体に微分同相な多様体。

4. m=5で、 S1上の、ファイバーが次元 4の単位球面であるような滑ら
かな束の全空間の連結和で表されるような多様体に微分同相な多様体。

Theorem 4 ([16, 17]). m 2 4を整数とし、 Mmは単連結閉多様体、 f:M→
配を specialgeneric写像とする。このとき多様体 M は、次のいずれかと微
分同相である。

1. m=4の場合は標準球面。 m25の場合はホモトピー球面。

2．次の多様体有限個の連結和で表されるような多様体。

(a) m 2 7で S2上のファイバーが次元 m-2のホモトピー球面であ
るような滑らかな束の全空間。
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(b) 4>m> 6で S2上のファイバーが sm-2であるような線形束の全
空間。

詳細は省略するが、これら二つの Theoremの証明で重要なことを述べる。

多様体を決定するうえで重要なことは、 specialgeneric写像 f:M→町に
ついて Proposition1の全射 qf:M→町の値域の多様体 Wfがやや強く制
限を受けることである。逆に specialgeneric写像を構成するにあたっては、

Proposition 1の逆と時に滑らかな束の構造群や微分同相群の詳細な議論が童
要になる。

Theorem 5 (2015 Nishioka etc. ([14]））．整数 m ~ 5とし、 H1(M叫Z)を
自明な群とし、 specialgeneric写像 f:Mm→配があるとする。このとき
H2(M;Z)はねじれがない有限生成アーベル群となる。

Theorem 6 ([10]). A を可換環とし、 l > 0, m > n ~ 1を整数とする。 m 
次元連結閉多様休 Mmについて {a・}lJlj=l C H*(M庄A)を以下を満たすよう

なコホモロジー類の列とする。

•各元の次数が m-n 以下で次数の和が n 以上。

•カップ槙 u;=1a] が零元でない。

このとき specialgeneric写像 f:M→町は存在しない。

証明は Theorem 1のコホモロジ一群の間の同型と、基本的な、コホモロ
ジー類のカップ積の議論等を使えばできる。

さて、次元 Kの実射影空間を股PK、複素次元 Kで実次元 2kの複素射影

空間を C戸で表す。

Corollary 1 ([10]). 1. 1 ::::; n::::; m -1として m 次元実射影空間艮pmは、

町への specialgeneric写像を持たない。

2. m を4以上の偶数、 1：：：：： n ：：：：： m — 2 とする〇 竺次元複素射影空間 CP閉

は、 1 ：：：：： n ：：：：： m 一 2として罠nへの叩図叫邸加血写像を持たなぃ

整数 m>1を任意にとる。このとき次を満たすような m次元連結閉多様

体を簡単に得ることができる ([10]）。

•ある正の整数 no< m について、 1：：：：： n<加で叩面叫邸畑血写像
f:M→町は存在しない。

・加：：：：： n ：：：：： m では specialgeneric写像 f:M→町が存在する。

Example 2 ([10]). 1. TI;:1炉。 no=m-1でとれる。

2.より一般に、いくつかの単位球面から初めて直積、連結和をとるという

操作を繰り返して得られる多様体は、多くの場合適切に定めたこの型の

条件に当てはまるような多様体となる。

この Exampleの '’2."の例を一つ紹介する。
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Example 3. S2 X炉の 3個の連結和 M1もM2= s2 x s2 x炉も閉単連結多

様体で、 H2(Mi;Z)竺 Z①Z①Zで凡(M立）は自明群である（他の整係数ホ
モロジ一群は Poincare双対性等から従いまた i= 1,2である）。
町への specialgeneric写像の存在を論じる。

恥は n= 1,2では持たないが n= 3,4,5,6では町への specialgeneric 
写像をもつ。
恥は n= 1,2,3,4では持たない。 恥について、 n= 5,6の場合を考え
る。 炉上の恒等写像と Example1の良n-2への S2x炉上の specialgeneric 
写像（で値域を像を内部に含むような単位球体 Dn-2と微分同相な多様体に制

限したもの）の直積写像を考える。そして値域を自然に埋め込んだものを考え
ると、 町への specialgeneric写像ができる。

単連結でまた整係数ホモロジ一群では区別できない二つの閉多様体の、（有
理）コホモロジ一環の違いが、 ’'Special generic写像の存在するようなユーク
リッド空間の次元’'に影響を与えていることを示す興味深い例である。

4 主定理と周辺。

Theorem 7 ([16]). m = 4, 5, 6とし、 Mmは次元 m の箪連結閉多様体とす

る。 M が specialgeneric写像 f:M→配を持っための必要十分条件は、
M が以下いずれかであることである。

1.次元 m の標準球面。

2.炉上の sm-2をファイバーとするような線形束の全空間有限個の連結

和で表されるような多様体に微分同相な多様体。

Theorem 8 ([14]）．次元 m=5の単連結閉多様体 Mmが specialgeneric写
像 f:M→配を持っための必要十分条件は、 M が以下のいずれかであるこ
とである。

1.次元 5の標準球面。

2.炉上の岱をファイバーとするような線形束の全空間有限個の連結和
で表されるような多様体に微分同相な多様体。

証明の詳細は省略する。証明で重要なことのひとつは、 Proposition1や

周辺である。加えて、 Theorem1や Theorem5と5次元洋連結閉多様体の分
類に関する結果([1]）の適用が重要なポイントである。

Main Theorem 1 ([11]）．次元 m = 6の単連結閉多様体 Mmが special
generic写像 f:M→配を持つための必要十分条件は、 M が以下のいずれ
かであることである。

1.次元 6の標準球面。

2. s2上の S4をファイバーとするような線形束の全空間有限個と S3x S3 

のコピー有限個の連結和で表されるような多様体に微分同相な多様体。
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こちらも証明の詳細は省略する。証明で重要なことのひとつは、 Proposition
1とその逆や Theorem1、Theorem氏 Theorem6の周辺である。加えて 6次
元単連結閉多様体の分類に関する結果([24,25]）の適用が重要なポイントであ
る。

Main Theorem 2 ([11]). M6を次元 m=6の単連結閉多様体で H2(M;Z)
が有限で単位元でなく位数が偶数であるような元 aE H2(M;Z)がないもの
とする。 Special generic写像f:M6→配が存在するための必要十分条件は
M が M。~(S3 X 8り・・(S3X炉）という型の多様体以下を満たすような単
連結有理ホモロジ一球面 M。と有限個の S3x炉のコピーの連結和で表せる
多様体に微分同相であることである。

1.単位元でなくかつ位数が偶数であるような元 aoE H2(Mi。;Z)がない。

g.M。の全 Stiefel-Whitney類・全 Pontrjagin類が自明。

3.すべての素数 k> 1について、 H2(M。;Z/kZ)の元のカップ積が常に
印 (M。;Z/kZ)の零元となる。

証明の概略を説明する。
まず、 Theorem1より specialgeneric写像 f:M→配があるとすると
閉は単連結である。凡(M;Z)が有限群であることから、 owJが連結であ
ることも分かる。これば慣れていればそこまで難しくなくまたこの流れの中
で分かる方は分かるかもだが、そこまで自明ではない。同じくさほど自明で

はないこと、几(M;Z)と几(Wf;Z)は同型で有限群である。また qf*でこ

の同型は誘導できる。

Proposition 1の'’3.’'と’'4."の束の自明性も従う。 M の全 Stiefel-Whitney
類・全 Pontrjagin類が自明であることになる。
H2(M;Zk/Z)の各元 aはM に滑らかに埋め込まれた 2次元球面 s孔で
表される。さらに凡(W1;Z/kZ)の各元は WJの内部に滑らかに埋め込まれ
た 2次元球面で表されるが、 H2(M;Z/kZ)の各元 aはそのような球面品の
うち適当なものの上に Proposition 1の'’4."の束を制限して得られる束の切
断の像品で表せる。球面ふについて、それが表すホモロジー類の Poincare
双対に自然に対応するような 3次のホモロジ一群 H3(WゎfJW1;Z/kZ)の元
とそれを表す 3次元の滑らかで適切に埋め込まれたコンパクト多様体凡が
とれる。なお適切に埋め込まれているということは、内部が内部、境界が境
界に埋め込まれていることを意味する。さらに、厳密には、いわゆる”境界部

分での横断性”も考慮する（がそこまで慣れなくても問題ない）。これはふと

閏の内部の1点で横断的に交わるとみなせる。二つの a1,a2 E H2(M; Zk/Z) 
を考える。 3次元多様体 Fa1と Fa2を述べた流れの中で考える。これらの
多様体の交わりは、一般に、 Wfの内部に滑らかに埋め込まれた円周の非交
和と WJに滑らかにかつ適切に埋め込まれた閉区間の非交和の非交和とし
て表される 1次元コンパクト多様体として良い。これの qf:M → WIによ
る逆像は、 M 内の滑らかに埋め込まれた 4次元閉多様体である。 WJの構
造の制限、特に、単連結であることと境界が連結であることから、この 4次

元閉多様体は、 H4(M;Z/kZ)の零元を表すことが分かる。これにより性質
"3.’'が M の場合に成り立つこと、つまり、すべての素数 k> 1について、
H2(M;Z/kZ)の元のカップ積が常にい(M;Z/kZ)の零元となることが分か
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Fa1 Fa2 

Figure 2: 5次元多様体 Wfの中の 2次元球面 S2a;と3次元コンパクト多様
体 Fa,。Poincare双対性と横断性を満たすように交わる。

FaInF句

Figure 3: Fa1 n Fa2。Figure2から大幅に変更した。 FalnFa2はWfに埋め
込まれた 1次元のコンパクト多様体とみなせ、境界を固定して零ホモトピッ

クである。 qf―1(Fa1 nF.叫は H2(M;Z/kZ)の零元を表す。

る。なお、この最後の部分でも Poincare双対性の基本的な議論を用いてい
ることに触れておく。 Figure2とFigure3も参照のこと。なお、 Figure3は

Figure 2から大幅に変更している。
最後に、 6次元単連結閉多様体の分類に関する結果([24,25]）を使う。この
際、決定がうまくいくことに、 M の連結和表示に関する事実、 H2(M;Z)が
有限で単位元でなく位数が偶数であるような元 aE H2(M直）がないという
事実は相当重要となる。
逆に写像を与えられた多様体に構成する方は、 Proposition1の逆を用い
る。こちらは何度か述べた 6次元単連結閉多様体の分類に関する結果等も使
うことですぐにできる。
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5 謝辞他。

今回の内容は例えば以下より補助等を受けております。

•本内容は、京都大学数理解析研究所国際共同利用・共同研究拠点事業の
一環として実施された研究集会「特異点論の展開」 (https://www2.akita-
net. ac.j p /kasedou/ war kshop / rims2023 / indexj.html) 

の著者の講演をもとにしたものです。

• JSPS KAKENHI Grant Number JPl 7H06128（代表者：佐伯修）。講演者
はこのプロジェクトのメンバーとして働いていました。このプロジェク
トに関連し、今回の内容で佐伯氏他当時プロジェクトメンバーであった
Dominik Wrazidlo氏(HeidelbergUniv.）に議論して頂けたこと、大いに
感謝申し上げます。

• JSPS KAKENHI Grant Number JP22k18267 （代表者：佐伯修）．。譴應
者はこのプロジェクトのメンバーとして働いていました。前述のフロン
ェクトとこのプロジェクトに関連し、佐伯氏と今回の内容に関連した非
公式セミナーを実施させて頂けたこと、大いに感謝申し上げます。

• JSPS KAKENHI Grant Number JP21H04428（代表者：大槻知忠）または
JSPS KAKENHI Grant Number JP19K03502（代表者：茂手木公彦）から
も例えば後の'’横浜国立大学訪問’'の部分で補助を得ております。

•講演者は九州大学マス・フォア・インダストリ研究所学術研究員で、
詳細にはマス・フォア・イノベーション連係学府の'’ヤングメンタ

―”(https://www.jgmi.kyushu-u.ac.jp/en/）として働いております。今回
の内容は業務とも関連しております。
なお今回の内容は業務とは’’公式には独立’'したものでもあります。

•講演者は大阪公立大学数学研究所特別研究員(MEXT Promotion of Dis-
tinctive Joint Research Center Program JPMXP0723833165)でもあり、
金銭的な補助等はないですが、我々の研究はこちらにも支えて頂いてお
ります。

• IMI若手研究短期共同研究 20200027’'高次元多様体の世界の幾何的構
成的と高次元データヘの応用’'（代表者：北澤直樹）。金銭的な補助等は
ないですがこちらにも関係しております。

講演を聴講して下さった皆様に大いに感謝申し上げます。特に質問・議論し
て下さった以下の三者三グループに大いに感謝申し上げます。

• 「佐久間一浩氏（近畿大学）」とその周辺とは、 specialgeneric写像を
もつ多様体のトポロジーについて、特に、多様体の単連結性を外すこと
について、関連したご質問をもとに、議論させて頂きました。

• 「山本卓宏氏（東京学芸大学）」とその周辺とは、 specialgeneric写像
について、一般に適切なクラスの折り目写像で考えると多様体の制限等
はどうなるか、関連したご質問をもとに議論させて頂きました。折り目
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写像は Morse関数を自然に高次元化したものです。研究集会終了後数
日後に謂演者の所属機関を訪間され、その際、 specialgeneric写像の幾
何的な意味について、特異点論・幾何学全般の観点から議論をさせて頂
きました。「specialgeneric写像は多様体のきれいな構造をとらえてい
るのだろう」という考えにたどり着ける等しました。なお氏とは、前年
度 2022年度にも、非公式なものながら specialgeneric写像の自身の研
究に関する議論を実施させて頂きました。そこでは、今回話しきれな

かった、 specialgeneric写像と多様体のコホモロジ一環の関係に関する
もうひとつの成果 [12]等について「こういった研究で、 special generic 
写像を通した、特異点論を介した、多様体のコホモロジーの理解が進ん
だ。」というようなことをお互いに確認できる等という成果がありまし
た。

• 「本田淳史氏（横浜国立大学）」には、「Theorem6や Corollary1で
special generic写像を持たないことは、多様体のホモトピーだけでわか
るか？」というご質問を頂きました。研究集会終了数日後に講演者の所

属機関を訪問され、その際、多様体の’'（絶対）全曲率”の最小値等との関
係について、微分幾何的な内容を議論させて頂きました。この出来事
は、前述の山本氏との議論の直前の出来事であり、山本氏との議論でも
反映されました。なお、これらの出来事の数週間後に、横浜国立大学を

訪問し、「野崎雄太氏（横浜国立大学）」等も交え追加の議論、例えば
炉の位数が 2の群の作用による商空間のトポロジー等についての議論
等を実施させて頂きました。

オンラインで講演をさせて下さり、研究集会の運営をして下さった世話人

の'’加世堂公希先生（秋田工業高等専門学校）＇’、’'土田旭先生’'（滋賀大学）に
も大いに感謝申し上げます。
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